
米空母母港化 46周年抗議！原子力空母ロナルド・レーガンの配備撤回を 

求める 10・1集会アピール 

          

 米海軍が横須賀基地に空母を配備したのは 1973 年、当時、数年程度と言

われた｢空母の母港｣は 46 年が経過しました。2008 年からは原子力空母と

なり、それから 11年、現在は空母ロナルド・レーガンが配備されています。

空母を中心に最新鋭のＢＭＤ(弾道ミサイル防衛)対応の7艦を含む11艦のイージス艦が常駐

し、まさに横須賀は、世界有数の巨大軍港・出撃基地となっています。 

湾岸戦争、イラクやアフガンへの圧倒的な攻撃の中心にあった｢空母戦闘団｣が、この横須

賀港から出撃したことを忘れてはなりません。その米国外で｢唯一の空母の母港｣はもはや永

続化しています。米国版｢安全神話｣と日米地位協定によって原子炉の危険性は隠ぺいされた

ままで、原子力空母の出入港が繰り返されています。原子力艦船の入港は、1966年の原子力

潜水艦｢スヌーク｣に始まり、今日何と 1000回目前の 999回を数えます。原子力艦船の入港反

対、｢空母の母港｣撤回の原点に立ち返り、闘いを強化する必要があります。 

安保法制の成立を背景とする日米の軍事一体化、海上自衛隊の著しい増強によって、ここ

横須賀は再び｢軍都への道｣をひた走っています。その象徴的な事態が、海上自衛隊の護衛艦

｢ヘリ空母いずも｣の本格空母への改修計画です。改修後には、ステルス戦闘機Ｆ35が搭載さ

れ、米軍機も自由に離発着する計画です。5月 28日、この横須賀港でトランプ米大統領と安

倍首相は、その実現と軍事一体化の新たな段階への飛躍を表明しました。憲法 9 条の改悪と

連動し、旧軍港市転換法が掲げた平和産業港湾都市の理念を真っ向から否定する彼らのパフ

ォーマンスを、断じて容認することはできません。 

 ここ横須賀と切り離せない関係の厚木基地では、空母艦載機の岩国への移駐が完了したと

はいえ、依然として爆音は続いています。米海軍は｢厚木基地は引き続き重要な施設｣との姿

勢を崩さず、ここ数年で多発するオスプレイの飛来を含め、油断は禁物です。第 4 次爆音訴

訟・最高裁の不当判決から、3 年近くが経過し、第 5 次爆音訴訟は、横浜地裁で審理が進ん

でいます。政治権力に迎合した最高裁判決の壁を破る闘いです。 

欠陥機オスプレイは、米空軍横田基地へも配備され、陸自木更津駐屯地での機体整備と自

衛隊購入機の暫定配備で、首都圏の空を埋め尽くす状況です。 

安倍政権の沖縄への基地の押しつけと暴力的な弾圧が続いています。圧倒的な県民の世論

を顧みない辺野古新基地建設推進に加え、先島諸島への自衛隊基地の建設を強行しています。

こうした政府の蛮行と対決する沖縄の人々の不屈の闘いを共有し、全国的な闘いに発展させ

ましょう。その力で、暴走を続ける安倍政治の最終目標である憲法 9 条改悪を阻止しよう。

本集会に結集した私たちは、以下の点を確認しアピールとします。 

１、米空母の｢母港の永続化｣を許さず、原子力艦船の入港反対、空母ロナルド・レーガンの

母港撤回を強く求め、第 5次厚木爆音訴訟に勝利しよう。 

２、辺野古、高江への新基地建設、先島諸島への自衛隊配備など沖縄への基地の押し付けを

やめさせ、欠陥機オスプレイの飛行、新たな配備に反対し、撤去させよう。 

３、集団的自衛権行使や自衛隊の強化など戦争推進政策を許さず、｢安保関連法｣の廃止、憲

法改悪を阻止しよう。 
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